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栃
木
市
と
滝
川
市
が
友
好
親
善
都

市
の
盟
約
を
結
ん
だ
き
っ
か
け
に

は
、
國
學
院
大
学
女
子
短
期
大
学
＝

現
在
の
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大

学
部
（
以
下
、
短
大
）
の
誘
致
が
関

係
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
以
降
、
空
知
管
内
に

お
い
て
大
学
を
設
置
し
て
い
な
か
っ

た
の
は
中
空
知
だ
け
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
滝
川
市
は
大
学
の
誘
致
に
意

欲
的
で
し
た
。昭
和
50
年
代
に
入
り
、

國
學
院
大
學
の
理
事
で
あ
り
、
滝
川

市
出
身
の
高
宮
行ゆ
き
お男
氏
の
功
績
も

あ
っ
て
、
短
大
の
誘
致
運
動
に
動
き

出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
設
置
母
体

を
ど
こ
に
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が

生
じ
た
の
で
す
。

　

そ
の
こ
ろ
國
學
院
大
學
は
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
運
営
で
大

学
新
設
に
手
が
回
ら
な
い
と
の
事
情

が
あ
り
、
一
時
、
学
校
法
人
國
學
院

大
學
栃
木
学
園
を
主
体
と
し
て
、
短

大
を
設
置
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
滝
川
市
理
事
者
や

市
議
会
議
員
な
ど
が
大
学
設
置
に
関

す
る
調
査
の
た
め
、
栃
木
を
訪
れ
る

機
会
が
増
え
、
両
市
の
交
流
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
種
行
事
な
ど
を
通
じ

て
お
互
い
の
友
好
関
係
を
深
め
て
い

き
、
昭
和
57
年
２
月
に
は
、
滝
川
市

議
会
に
お
い
て
両
市
の
友
好
親
善
都

市
盟
約
を
結
ぶ
こ
と
が
満
場
一
致
で

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
栃
木
市

議
会
に
お
い
て
も
、
直
ち
に
同
様
の

議
決
が
な
さ
れ
、
後
に
盟
約
式
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今年は、昭和 57 年４月 15 日に栃木市と滝川市において友好親善都市の盟約が結ばれて以来、40 周年の節目の年
となります。今回の特集では、これまでの歩みを振り返るとともに、これからも関係を深めていく栃木市について
紹介します。

▲しぶき祭り（2004 年８月８日）
　当時の日

ひ

向
が

野
の

市長、増山議長らが来滝。しぶき祭り
　に参加されました。

▲ジンギスカン王国（2009 年 7 月 5日）
　栃木市職員が来滝。物販に参加されました。　

▲「滝川市と栃木市との友好親善の推進に関する確認
　書」締結（2011 年 7 月 21 日）
　当時の鈴木市長、大川議長らが来滝。

▲滝川市・栃木市友好親善都市盟約 40 周年記念特産
　品スペシャルブース（2022 年７月 27 日）
　道の駅たきかわにて、2日間限定で設置され、大川
　市長らも視察。

▼菜の花まつり（2018 年５月 27 日）

栃
木
と
滝
川
を

つ
な
い
だ
き
っ
か
け

▲栃木市・滝川市友好親善都市盟約 40 周年記念式典
　（2022 年 7 月 28 日）
　ホテル三浦華園にて、これまでの交流を振り返る
　とともに、栃木市・滝川市交流推進の確認書を交
　わしました。

▶
昭
和
57
年
４
月
15
日
に
結
ば
れ
た

盟
約
書
を
も
と
に
造
ら
れ
た
盟
約
記

念
碑
。
市
役
所
南
口
玄
関
を
出
て
左

手
側
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

▶
左
が
永
田
栃
木
市
長
、
右
が
吉

岡
滝
川
市
長
。

栃木市内を流れる巴
うずまがわ

波川。遊歩道になっていて歩きながら「蔵の街」として知られる栃木市
の風情を感じられる場所。川には鯉

こい

が泳いでいます。

~Photo Library~
これまでの交流の歩みを
　　　　　写真と一緒に振り返ります
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栃
木
と
の
交
流
を

　
本
特
集
で
は
、
友
好
親
善
都
市
盟

約
40
周
年
に
際
し
て
、
栃
木
市
と
の

交
流
の
歩
み
や
栃
木
市
の
特
色
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
う
ず
ま
の
会

会
長
そ
し
て
栃
木
市
長
に
想
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
の
交
流
事
業
と

し
て
、
経
済
交
流
と
人
事
交
流
を
さ

ら
に
活
発
に
し
て
い
く
と
い
う
共
通

認
識
の
も
と
、
歩
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
経
済
交
流
に
関
し
て
は
、
道

の
駅
な
ど
で
お
互
い
の
特
産
品
を
設

置
し
、
よ
り
広
い
形
で
物
産
交
流
を

し
て
い
く
見
通
し
で
す
。
ま
た
、
人

事
交
流
に
つ
い
て
は
、
近
年
中
止
さ

れ
て
い
る
人
事
交
流
を
短
期
間
の
派

遣
か
ら
再
開
し
、
現
地
で
の
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
通
し
て
、
両
市
の
絆

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
物
産
交
流
を

通
じ
て
滝
川
に
い
な
が
ら
栃
木
の
魅

力
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
現
地
に
足
を

運
び
、
歴
史
的
な
情
景
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
友
好
親
善
都
市
で
あ
る
栃

木
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
本
特
集
が
、
栃
木
市

と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
も
の
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
特
集
】　
友
好
親
善
都
市
　
と
ち
ぎ
　
お
わ
り

・人口約 15万 6千人
・栃木県の南部

観光 伝統

栃木市長
からの

メッセージ

～滝川から栃木へ～
インタビュー

木村　純　さん

　平成 14 年に派遣職
員第 1号として栃木市
へ。現在は、栃木市に
派遣された滝川市職員
で構成する「うずまの
会」の会長を務める。

農業委員会事務局長

　
滝
川
市
と
栃
木
市
が
昭
和
57
年
に

友
好
親
善
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
か

ら
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
、
栃
木
市
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
盟
約
締
結
以
降
、
栃
木
市
民
が
滝

川
し
ぶ
き
祭
り
、
た
き
か
わ
夏
祭

り
、
た
き
か
わ
菜
の
花
ま
つ
り
に
参

加
し
、
滝
川
市
民
が
と
ち
ぎ
太
平

山
・
蔵
の
街
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
栃
木

市
の
産
業
と
物
産
展
に
参
加
さ
れ
る

な
ど
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
進

み
、
友
好
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
職
員
の
相
互
派
遣
を
通
し

て
、
両
市
の
連
携
強
化
、
職
員
の
育

成
、
相
互
理
解
に
よ
る
両
市
の
発
展

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
は
、
栃

木
市
が
大
規
模
な
水
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
際
に
は
、
い
ち
早
く
滝
川

市
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
復
旧
復
興
に
向
け
た
業
務
へ
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心

大川　秀子　栃木市長

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
滝
川
市
民
の
方
々
か
ら
ご
丁
重

な
る
お
見
舞
い
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
こ
と
に
、
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
2
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
人
的

交
流
は
見
合
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
7
月
に
滝
川
市
に
お
い
て
記
念

式
典
が
挙
行
さ
れ
、
栃
木
市
・
滝
川

市
交
流
推
進
の
確
認
書
を
結
び
、
こ

れ
か
ら
の
交
流
の
促
進
を
約
束
い
た

し
ま
し
た
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
未

来
に
向
け
て
、
滝
川
市
と
の
さ
ら
な

る
交
流
を
進
め
、
両
市
の
絆
を
よ
り

強
固
な
も
の
に
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
、
滝
川
市
と
栃
木
市
が
こ
れ
か
ら

先
も
互
い
に
助
け
合
い
、
友
好
親
善

都
市
と
し
て
相
互
に
発
展
す
る
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
が
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
ち
ょ
う

ど
30
年
前
で
す
。
そ
の
時
は
友
好
親

善
都
市
盟
約
10
周
年
で
、
職
員
交
流

を
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
派

遣
交
流
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
農
業
系
の
大
学
出
身
で

農
業
政
策
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
、

当
時
の
林
市
長
か
ら
「
首
都
圏
の
農

業
を
見
て
き
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
の
が
派
遣
の
経
緯
で
す
。

　
向
こ
う
で
は
、
農
林
課
振
興
係
に

1
年
間
配
属
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な

研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

農
業
系
の
仕
事
を
メ
イ
ン
に
し
て
い

ま
し
た
。
派
遣
職
員
第
1
号
だ
っ
た

の
で
、
栃
木
市
の
広
報
紙
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、「
北
海
道
の
こ
と
を
話
し
て
ほ

し
い
」
と
、
町
内
会
長
さ
ん
向
け
の

講
演
依
頼
を
受
け
た
り
し
ま
し
た
。

　
栃
木
市
の
特
色
と
い
え
ば
、
や
は

り
歴
史
的
な
景
観
で
す
。
例れ

い
へ
い
し

幣
使
と

呼
ば
れ
る
幕
府
か
ら
の
使
者
が
い
ま

す
が
、
彼
ら
が
通
る
街
道
の
宿
場
町

と
し
て
栄
え
た
の
が
こ
の
土
地
で

す
。
ま
た
、
川
を
使
っ
た
交
易
も
盛

ん
で
し
た
の
で
、
交
易
で
使
わ
れ
た

巴
波
川
の
ほ
と
り
に
は
蔵
が
並
ん
で

い
て
、
と
て
も
趣
が
あ
り
ま
す
。
歴

史
の
長
さ
や
深
さ
と
い
う
点
で
は
、

北
海
道
と
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す

ね
。

　
今
で
も
栃
木
の
方
と
は
連
絡
を
取

り
つ
つ
も
実
際
に
訪
れ
る
こ
と
は

減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ま
た
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
思
い
出
の
地
に
行

き
、
栃
木
の
人
々
の
温
か
さ
に
触
れ

た
い
で
す
ね
。

特産物
　栃木市は、農家の数が県内でも多く、彩り豊か
な農業が盛んです。

　江戸時代は、街道交通や舟
しゅううん

運による商業都市と
してにぎわいました。古くから残る歴史的な建造
物が今でも数多く残されているので、現代に残る
小江戸の雰囲気を味わうことができます。

　また、豊かな自然も見どころです。栃木市の中
心部に位置する太

おおひらさん

平山の桜街道やあじさい坂、秋
には紅葉と季節ごとにきれいな景色が楽しめま
す。

栃木市の魅力を一部紹介！

　栃木市の伝統行事といえば、「とちぎ秋まつ
り」。豪華な人形山

だ し

車を引いて、街を練り歩く
栃木市最大のお祭りです。

　明治７年（1874 年）、
県庁構内（当時栃木町、
現在栃木市）で行われた
神
じ ん む

武祭典に山車を繰り
出し祝ったことに始まり
ます。平成 17 年までは
5年に 1 度の開催でした
が、今では隔年開催とな
りました。よ

り
深
く

栃木市

2012 年に滝川市長を
はじめ市職員も訪栃し、
祭りに参加しました！

ビールのもととなる大
麦。全国でも有数の生
産地であり、ビール会
社との契約生産を行っ
ています。

二条大麦

いちご
生産量全国トップクラ
ス。いちごの品種の中で
も有名な「とちおとめ」
は、栃木市にある試験場
で開発されました。

　このほかにも、 ぶどうや梨、 トマトやニラなどいろいろ

な特産物があります。

と ち ぎ は
こ
ん
な
所



お
し
ら
せ

※お読みになりたい図書がありましたら、リクエストしてください。掲載以外
にも入荷本がありますので、市立図書館公式ホームページをご覧ください。

問合先　市立図書館　℡22-4646

今月の
おすすめ本

今月の展示
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○
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道
営
住
宅
入
居
者

募
集
団
地　

見
晴
団
地（
滝
の
川
町
）

戸
数　

２
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

＝
５
戸
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸（
い
ず
れ

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
）

※
募
集
戸
数
は
若
干
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

家
賃　

１
４
、６
０
０
〜
５
０
、４
０

０
円（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

※
駐
車
場
使
用
料
は
２
、７
３
０
円

／
月

入
居
資
格　

①
入
居
者
全
員
の
所
得

税
法
上
の
所
得
よ
り
控
除
を
行
っ
た

額
が
１
５
８
、０
０
０
円
以
下（
障
が

い
者
な
ど
裁
量
階
層
に
該
当
す
る
場

合
は
２
１
４
、０
０
０
円
以
下
）で
あ

る
こ
と　

②
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ

と　※
詳
細
は
受
付
時
に
説
明
し
ま
す
。

申
込
期
間　

10
月
26
日
㈬
〜
28
日
㈮

10
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
時　

11
月
１
日
㈫　

10
時

申
込
・
抽
選
会
場　

Ｍ
Ｍ
Ｓ
マ
ン
シ
ョ

ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
空
知

事
業
所（
本
町
２
丁
目
３
番
５
号
Ｔ

Ｓ
ビ
ル
）

入
居
許
可
日　

12
月
15
日
㈭（
予
定
）

問
道
営
住
宅
指
定
管
理
者
・
Ｍ
Ｍ
Ｓ

マ
ン
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
空
知
事
業
所〈
℡
23
―
３
０
７

１（
８
時
45
分
〜
17
時
30
分
／
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）〉

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

①
土
曜
日
開
放

①
土
曜
日
開
放

日
時　

1 

10
月
１
日
㈯
、
22
日
㈯　

2 

10
月
８
日
㈯
、
15
日
㈯　

各
日
９

時
〜
16
時

場
所　

1
花
月
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー　

2
一
の
坂
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

内
容　

好
き
な
時
間
に
来
て
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
に
こ
に
こ
ラ
ン
チ

②
に
こ
に
こ
ラ
ン
チ

　

各
自
で
持
参
し
た
お
弁
当
を
み
ん

な
で
食
べ
な
が
ら
交
流
し
ま
す
。
育

児
相
談
や
栄
養
相
談
も
行
い
ま
す
。

日
時　

1 

10
月
11
日
㈫　

2 

10
月
18

日
㈫　

各
日
12
時
〜
13
時

場
所　

1
花
月
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー　

2
一
の
坂
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

問
合
先
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
要
予
約
）。

③
地
域
訪
問「
み
ん
な
あ
〜
つ
ま
れ
」

③
地
域
訪
問「
み
ん
な
あ
〜
つ
ま
れ
」

〜
い
っ
し
ょ
に
歌
お
う
！
ど
ん
ぐ
り

〜
い
っ
し
ょ
に
歌
お
う
！
ど
ん
ぐ
り

こ
ろ
こ
ろ
〜

こ
ろ
こ
ろ
〜

　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ

こ
ろ
」
を
見
な
が
ら
一
緒
に
歌
い
ま

す
。

日
時　

10
月
19
日
㈬　

10
時
〜
11
時

30
分

場
所　

西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

④
子
育
て
講
座「
調
理
講
座
」

④
子
育
て
講
座「
調
理
講
座
」

〜
よ
く
か
ん
で
食
べ
よ
う
！
カ
ミ
カ

〜
よ
く
か
ん
で
食
べ
よ
う
！
カ
ミ
カ

ミ
メ
ニ
ュ
ー
〜

ミ
メ
ニ
ュ
ー
〜

　

か
む
の
が
上
手
に
な
る
メ
ニ
ュ
ー

を
実
際
に
作
り
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈫　

10
時
〜
11
時

場
所　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師　

濱
田
望
さ
ん（
市
管
理
栄
養

士
）

対
象　

０
歳
〜
就
学
前
幼
児
の
保
護

者（
生
後
３
か
月
以
上
託
児
あ
り
／

要
予
約
）

※
授
乳
が
必
要
な
方
は
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

定
員　

10
組（
申
込
多
数
時
抽
選
）

材
料
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
頭
部
を
覆
う

も
の（
ス
カ
ー
フ
な
ど
）

申
込
期
限　

10
月
17
日
㈪

申
込
方
法　

問
合
先
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
要
予
約
）。

【
共
通
事
項
】

【
共
通
事
項
】

対
象　

①
②
③
０
歳
〜
就
学
前
幼
児

と
保
護
者

問
一
の
坂
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
℡
24
―
２
８
５
０

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学

部
開
学
40
周
年
事
業
並
び
に
図

書
館
間
連
携
10
周
年
記
念
事
業

①「
國
短
×
滝
川　

連
携
の
あ
ゆ
み
展
」

①「
國
短
×
滝
川　

連
携
の
あ
ゆ
み
展
」

　

連
携
し
た
取
り
組
み
の
写
真
パ
ネ

ル
や
関
連
図
書
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

10
月
26
日
㈬
ま
で

②
國
學
院
大
學
図
書
館
の
名
品「
天

②
國
學
院
大
學
図
書
館
の
名
品「
天

下
人
と
そ
の
時
代
」

下
人
と
そ
の
時
代
」

　

國
學
院
大
學
図
書
館
が
所
蔵
す
る

信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
古
文
書
を
展

示
し
ま
す
。

期
間　

10
月
８
日
㈯
〜
21
日
㈮（
図

書
館
で
の
展
示
は
10
月
15
日
㈯
ま
で
）

【
①
・
②
共
通
】

【
①
・
②
共
通
】

場
所　

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大

学
部
図
書
館
お
よ
び
市
立
図
書
館

③
堀
越
祐
一
准
教
授
の
特
別
講
演
会

③
堀
越
祐
一
准
教
授
の
特
別
講
演
会

「
古
文
書
か
ら
み
る
天
下
人
の
時
代
」

「
古
文
書
か
ら
み
る
天
下
人
の
時
代
」

　

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
を
も
っ
と
面

白
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
短
大
部
の

堀
越
准
教
授
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

日
時　

10
月
15
日
㈯　

14
時
〜
15
時

30
分

場
所　

市
役
所
１
階　

市
民
ロ
ビ
ー

講
師　

堀
越
祐
一
氏（
國
學
院
大
學

北
海
道
短
期
大
学
部
国
文
学
科
准
教

授
、
歴
史
学
博
士
）

定
員　

40
人

申
込
方
法　

市
立
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
お
よ
び
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、終
了
し
ま
す
。

問
市
立
図
書
館
℡
22
―
４
６
４
６

Ａオ

ー

タ

ム

ｕ
ｔ
ｕ
ｍ
ｎ　

Ｃコ

ン

サ

ー

ト

ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
ｒ
ｔ

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
佐
々
木
ア
ン
リ
さ

ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
石
田
敏
明
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
す
て
き
な
歌
声
と
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
13
日
㈭　

18
時
30
分
〜

場
所　

市
役
所
１
階　

市
民
ロ
ビ
ー

出
演　

佐
々
木
ア
ン
リ
さ
ん（
ソ
プ

ラ
ノ
）、
石
田
敏
明
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

内
容　
「
歌
の
翼
に
／
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
」、「
月
の
光
／
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
」、「
ノ
ク
タ
ー
ン
遺
作　

嬰え
い

八

短
調
／
シ
ョ
パ
ン
」、「
あ
る
晴
れ
た

日
／
プ
ッ
チ
ー
ニ
」ほ
か

入
場
料　

無
料

問
社
会
教
育
課
℡
28
―
８
０
４
６

滝
川
を
知
る
ツ
ア
ー
②

「
江
部
乙
編
」

　

難
病
と
た
た
か
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の「
そ
ら
ぷ
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン

プ
」、
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
の「
丸
加
高
原

展
望
台
」、
笑
う
狛
犬
が
い
る「
江
部

乙
神
社
」を
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
と
一
緒
に
巡
り
、
江
部
乙
地
区
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　

10
月
12
日
㈬　

13
時
〜
16
時

※
12
時
45
分
ま
で
に
た
き
か
わ
観
光

ス
ク
エ
ア
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

18
歳
以
上
の
市
民

定
員　

15
人

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
期
限　

10
月
７
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
観
光
国
際
課
℡
28
―
８
０
３
１

手
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

in　

み
ん
く
る

　

手
づ
く
り
作
家
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
展
示
販
売
し
ま
す
。
手
づ
く
り

講
習
会
も
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
16
日
㈰　

10
時
〜
15
時

場
所　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

無
料

問
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
℡
74
―
６

２
１
０

掲載されている各事業について
は、新型コロナウイルス感染拡
大防止に配慮して実施します。
また、中止、変更となる場合も
ありますので、詳しくは各問合
先へご確認ください。

■10月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土
      １ 
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
９ 10 11 12 13 14 15 
16 17 18 19 20 21 22 
23 24 25 26 27 28 29 
30 31

○＝休館日
★＝絵本のおはなし会あか
ちゃんといっしょ

　　（11時～）
■＝堀越祐一准教授の特別講
演会「古文書からみる天
下人の時代」

　　（14時～15時30分）

※休館日が変更となる場合があります。
ホームページ等でご確認ください。

募　

集

募　

集

講
・
催

講
・
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

生　

活

生　

活

福　

祉

福　

祉

健　

康

健　

康

そ
の
他

そ
の
他

募　

集

募　

集

講
・
催

講
・
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

生　

活

生　

活

福　

祉

福　

祉

健　

康

健　

康

そ
の
他

そ
の
他

有料広告 有料広告

人　口 38,324 人　
　　（▲56人）　

　男 18,172 人　
　女 20,152 人　
世帯数 21,097 世帯
（令和４年８月31日現在）

『みらいめがね　1　
それでは息がつまるので』

『戦国大名大全』

『願いがかなう自動はんばいき　
算数すきすきメガネ』

荻
おぎうえ

上　チキ 著、ヨシタケシンスケ 著／暮しの手帖社

廣済堂出版

山口　タオ 作、たかいよしかず 絵／童心社

　めがねを掛け替えれば、生活の見え方
はぐんと変わる。日常と、世の中から呪
いを解いていく、荻上チキとヨシタケシ
ンスケの新感覚エッセイ。

　戦国大名182氏を取り上げ、カラー詳
細家系図を掲載。戦国時代以前の初代から、
江戸時代以降の子孫の動向まで網羅し、
戦国大名概説、詳細家系図を読み解くコ
ツも収録する。

　どこからともなくやってくる自動はん
ばいき。商品は子どもの願いをかなえる
ふしぎなグッズ…。「算数すきすきメガネ」
など全3話を収録する。

10月１日はメガネの日

一般書

児童書

そして、大阪の陣へ
～戦乱の世を生きた男たち～

10月
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ウ
ィ
ン
の
リ
ー
ス
作
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　

10
月
24
日
㈪　

11
時
〜
12
時

場
所　

街
な
か
ひ
ろ
ば「
く
・
る
・
る
」

対
象　

就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者

定
員　

５
組

参
加
料　

子
ど
も
１
人
２
０
０
円

受
付
開
始　

10
月
３
日
㈪　

10
時

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
街
な
か
ひ
ろ
ば「
く
・
る
・
る
」℡
23

―
０
９
６
６

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ-

Ｂ
ｉ
ｚ 

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
②

　

起
業
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す（
全

４
回
の
う
ち
第
２
回
目
）。

日
時　

10
月
20
日
㈭　

18
時
〜
19
時

滝
川
市
民
文
化
祭

内
容　

展
示
発
表（
華
道
・
文
芸
・

書
道
・
絵
画
・
写
真
・
美
術
刀
剣
・

創
作
人
形
・
公
募
作
品
・
幼
稚
園
絵
画
・

映
画
サ
ー
ク
ル
・
ア
ー
ト
ス
テ
ー
ジ

空
知
・
お
や
こ
劇
場
）、
芸
能
発
表

日
時　

展
示
発
表
＝
10
月
22
日
㈯　

10
時
〜
17
時
・
23
日
㈰　

10
時
〜
16

時
、
芸
能
発
表
＝
23
日
㈰　

11
時
〜

17
時

場
所　

滝
川
市
民
交
流
プ
ラ
ザ（
一

部
展
示
は
美
術
自
然
史
館
）

問
社
会
教
育
課
℡
28
―
８
０
４
６
、

滝
川
市
文
化
連
盟
℡
23
―
５
２
２
５

美
術
自
然
史
館
の
催
し

●
滝
川
歴
史
散
歩

●
滝
川
歴
史
散
歩

日
時　

10
月
28
日
㈮　

９
時
〜
15
時

集
合
場
所　

市
役
所
南
側
玄
関

内
容　

郷
土
館
、
屯
田
兵
屋
、
新
十

津
川
町
開
拓
記
念
館
な
ど
、
歴
史
あ

る
場
所
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。

定
員　

20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

参
加
料　

１
、０
０
０
円（
昼
食
は
各

自
負
担
）

申
込
期
間　

10
月
１
日
㈯　

10
時
〜

15
日
㈯　

17
時

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

●
美
術
自
然
史
館
・
こ
ど
も
科
学
館

●
美
術
自
然
史
館
・
こ
ど
も
科
学
館

「
無
料
開
放
デ
ー
」

「
無
料
開
放
デ
ー
」

日
時　

11
月
３
日
㈭　

10
時
〜
17
時

30
分

場
所　

市
役
所
３
階　

３
０
１
・
３

０
２
会
議
室

内
容　

開
業
前
に
覚
え
て
お
き
た
い

お
金
の
話（
財
務
）

講
師　

佐
藤　

譲ゆ
ず
る

さ
ん（
公
認
会
計

士
小
島
史ふ

み

資た
か

事
務
所　

財
務
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）

対
象　

市
内
在
住
で
起
業
に
関
心
の

あ
る
方
、ま
た
は
市
内
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
起
業
し
て
間
も
な
い
方

申
込
方
法　

滝
川
市
産
業
活
性
化
協

議
会（
市
役
所
４
階　

産
業
振
興
課
内
）

窓
口
に
備
え
付
け
の
会
員
登
録
申
込

書
に
記
入
ま
た
は
専
用

の
登
録
フ
ォ
ー
ム
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
℡
28
―
８
０
０
９

内
容　

11
月
１
日
の「
北
海
道
教
育

の
日
」の
協
賛
事
業
と
し
て
、
美
術

自
然
史
館
と
こ
ど
も
科
学
館
を
無
料

開
放
し
ま
す
。

●
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
会

●
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
会

日
時　

11
月
６
日
㈰　

13
時
〜
16
時

場
所　

美
術
自
然
史
館

持
ち
物　

画
材（
油
彩
は
不
可
）

参
加
料　

１
、０
０
０
円

※
申
込
不
要
、
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
美
術
自
然
史
館
℡
23
―
０
５
０
２

こ
ど
も
科
学
館
の
催
し

◆
月
イ
チ
リ
カ
室「
飛
び
だ
す
！
ヘ

◆
月
イ
チ
リ
カ
室「
飛
び
だ
す
！
ヘ

ビ
く
ん
」

ビ
く
ん
」

日
時　

10
月
22
日
㈯　

13
時
30
分
〜

14
時

場
所　

こ
ど
も
科
学
館

内
容　

牛
乳
パ
ッ
ク
と
輪
ゴ
ム
を

使
っ
て
勢
い
よ
く
飛
び
だ
す
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

対
象　

就
学
前
の
幼
児
〜
小
学
生

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

参
加
料　

無
料（
入
館
料
別
途
必
要
）

申
込
期
限　

10
月
15
日
㈯

◆
天
体
観
測
会

◆
天
体
観
測
会

日
時　

①
惑
星
と
秋
の
星
座
を
見
て

み
よ
う　

10
月
21
日
㈮
、
22
日
㈯　

各
日
19
時
30
分
〜
20
時
30
分　

②
月

面
Ｘ
見
え
る
か
な
？　

11
月
１
日
㈫

フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

　

提
供
会
員
、
依
頼
会
員
と
お
子
さ

ん
と
の
交
流
を
図
り
、
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
お
話
し
た
り
と
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈯　

10
時
〜
11
時

30
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
な
ど

対
象　

依
頼
会
員（
親
子
で
参
加
）、

提
供
会
員
、
両
方
会
員

持
ち
物　

飲
み
物

申
込
期
限　

10
月
21
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
74
―
５
１
７
９

16
時
〜
17
時

場
所　

美
術
自
然
史
館
屋
上

内
容　

天
体
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
な
ど

を
使
い
天
体
を
観
測
し
ま
す
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

対
象　

小
学
生
か
ら
一
般
の
方

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

定
員　

各
回
15
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

①
10
月
10
日
㈪　

②
10

月
23
日
㈰

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
天
体
観
測
会「
皆
既

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
天
体
観
測
会「
皆
既

月
食
と
天
王
星
食
を
見
て
み
よ
う
」

月
食
と
天
王
星
食
を
見
て
み
よ
う
」

日
時　

11
月
８
日
㈫　

19
時
〜
21
時

30
分

内
容　

天
体
望
遠
鏡
で
見
た
皆
既
月

食
と
天
王
星
食
の
様
子
を
配
信
し
ま
す
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

配
信
方
法　

Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ

申
込
期
限　

11
月
７
日
㈪

【
共
通
事
項
】

【
共
通
事
項
】

申
込
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム（
二
次

元
コ
ー
ド
も
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
情
報
」か

ら
ア
ク
セ
ス
）か
往
復
は
が
き〈
住
所
、

電
話
番
号
、参
加
者
全
員
の
氏
名
、年

齢（
学
年
）、天
体
観
測
の
場
合
は
参
加

希
望
日
時
を
記
入
し
て
〒
０
７
３
―

０
０
３
３
滝
川
市
新
町
２
丁
目
６
番

１
号　

こ
ど
も
科
学
館「
月
イ
チ
リ

カ
室
係
」も
し
く
は「
天

体
観
測
会
係
」へ
送
付
〉

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
の開

催
中
止
に
つ
い
て

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
向
け
、
こ
れ

ま
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
来
場
さ
れ

る
お
客
様
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
関
係
者

の
健
康
・
安
全
を
第
一
に
考
慮
し
た

結
果
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
皆
さ
ん
に
は
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
た
き
か
わ
農
業
ま
つ
り

○
た
き
か
わ
農
業
ま
つ
り

問
Ｊ
Ａ
た
き
か
わ
℡
23
―
２
４
０
０
、

農
政
課
℡
28
―
８
０
３
３

※
オ
ン
ラ
イ
ン
天
体
観
測
会
は
申
込

フ
ォ
ー
ム
の
み
。

問
こ
ど
も
科
学
館
℡
22
―
６
６
９
０

た
き
か
わ　
に
ほ
ん
ご　
ひ
ろ
ば

〜
や
さ
し
い
日
本
語
で
交
流
〜

　

地
域
に
住
む
外
国
人
と
一
緒
に「
や

さ
し
い
日
本
語
」を
使
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
遊
び
を
体
験
し
ま
す
。

外
国
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈰　

13
時
〜
16
時

場
所　

滝
川
市
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

定
員　

日
本
人
＝
50
人
、
外
国
人
＝

定
員
な
し

申
込
期
限　

10
月
24
日
㈪

申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
観
光
国
際
課
℡
28
―
８
０
３
１
、

滝
川
国
際
交
流
協
会
℡
74
―
８
５
８

０滝
川
駐
屯
地
創
立
67
周
年

記
念
行
事

日
時　

10
月
９
日
㈰　

８
時
〜
13
時

場
所　

滝
川
駐
屯
地
内

内
容　

観
閲
行
進
、
音
楽
隊
演
奏
、

訓
練
展
示
な
ど

入
場
料　

無
料

問
滝
川
駐
屯
地
℡
22
―
２
１
４
１

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
製
作

　

玄
関
や
お
部
屋
に
飾
る
、
ハ
ロ

募　

集

募　

集

講
・
催

講
・
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

生　

活

生　

活

福　

祉

福　

祉

健　

康

健　

康

そ
の
他

そ
の
他

募　

集

募　

集

講
・
催

講
・
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

生　

活

生　

活

福　

祉

福　

祉

健　

康

健　

康

そ
の
他

そ
の
他

有料広告有料広告

①籐
とう

いす（１人掛け用／リクライニング付き／足掛け

付き）

②自転車

③江陵中学校男子制服（ズボンのみ／ウエスト78㎝×

股下90㎝）

④鳥かご（横44.5㎝×奥行44.5㎝×高さ55㎝）

⑤薪
まき

（シラカバ／長さ1.5ｍ×直径30㎝）

⑥ロックミシン（ＭＬ202型）

⑦ピーステンピ（851型）

⑧ひな人形（７段飾り）

①硬式テニスボール

②電子ピアノ

③ＣＤラジカセ

④リヤカー

⑤電動エアベッド

⑥こいのぼり（屋外用）

⑦一輪車（子供用）

⑧トールペイントの本

　近年、生ごみの中に異物（金属類等：スプーン・フォー
ク・缶詰の缶・電池など）が混入している事案が多く発
生しています。
　ごみを出す前に今一度、
異物が混入していないかご
確認いただきますよう、よ
ろしくお願いします。

譲　っ　て　く　だ　さ　い

生ごみの分別の徹底にご協力ください！
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※
託
児
あ
り
、
先
着
10
人
要
予
約

申
込
期
限　

11
月
２
日
㈬

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
23
―
２
４
８
６
）で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
子
育
て
応
援
課
℡
74
―
５
１
７
９

滝
川
西
高
等
学
校
創
立
50
周
年

　

滝
川
西
高
等
学
校
は
、
昭
和
34
年

に
開
設
さ
れ
た
滝
川
商
業
高
等
学
校

を
前
身
と
し
、
昭
和
48
年
に
北
海
道

滝
川
西
高
等
学
校
と
し
て
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
て
以
来
、
本
年
、
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
事
業

〇
創
立

〇
創
立
5050
周
年
記
念
式
典　

周
年
記
念
式
典　

※
一
般
の
方
の
ご
来
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

〇
創
立

〇
創
立
5050
周
年
記
念
オ
ー
タ
ム
コ
ン

周
年
記
念
オ
ー
タ
ム
コ
ン

サ
ー
ト（
第

サ
ー
ト（
第
2323
回
定
期
演
奏
会
）

回
定
期
演
奏
会
）

日
時　

10
月
１
日
㈯　

15
時
30
分　

（
開
場
15
時
）

場
所　

滝
川
西
高
等
学
校
体
育
館

※
入
場
無
料
。
た
だ
し
、
入
場
整
理

券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
詳
し
く

「
ほ
く
し
ん
☆
ぎ
ゃ
ら
り
ー
」

○
滝
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
写

○
滝
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
写

真
展
〜
心
地
よ
い
居
場
所
を
一
緒
に

真
展
〜
心
地
よ
い
居
場
所
を
一
緒
に

つ
く
り
ま
せ
ん
か
〜
」

つ
く
り
ま
せ
ん
か
〜
」

期
間　

10
月
４
日
㈫
〜
７
日
㈮

○
古ふ

る
ふ
る

谷や

和
子
さ
ん「
手
づ
く
り
作
品

和
子
さ
ん「
手
づ
く
り
作
品

展
」
展
」

期
間　

10
月
11
日
㈫
〜
17
日
㈪

【
共
通
事
項
】

【
共
通
事
項
】

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

問
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
℡
75
―

２
８
４
１

介
護
者
サ
ロ
ン

　

介
護
者
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

や
悩
み
の
軽
減
を
目
的
に
、
介
護
者

同
士
が
交
流
し
た
り
、
介
護
に
関
す

る
知
識
を
共
有
し
た
り
す
る
場
で
す
。

日
時　

11
月
１
日
㈫　

13
時
30
分
〜

14
時
30
分

場
所　

三
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

内
容　

茶
話
会

※
託
老
・
送
迎
あ
り

対
象　

認
知
症
等
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方
、介
護
に
悩
ん
で
い
る
方
、

家
族
が
認
知
症
で
は
な
い
か
と
悩
ん

で
い
る
方

料
金　

２
０
０
円（
お
茶
・
お
菓
子
代
）

申
込
期
限　

10
月
21
日
㈮

申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
℡
28
―
８
０
２
９

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
創
立

〇
創
立
5050
周
年
記
念
滝
川
西
高
文
化

周
年
記
念
滝
川
西
高
文
化

展期
間　

10
月
８
日
㈯
〜
18
日
㈫

場
所　

美
術
自
然
史
館

〇
創
立

〇
創
立
5050
周
年
記
念
書
道
展

周
年
記
念
書
道
展

期
間　

10
月
18
日
㈫
〜
11
月
４
日
㈮

場
所　

北
門
信
用
金
庫　

ギ
ャ
ラ

リ
ー
ふ
れ
あ
い

問
滝
川
西
高
等
学
校
℡
24
―
７
３
４

１絆
づ
く
り
成
果
交
流
会

〜
い
じ
め
を
な
く
し
、
仲
間
を
思
い

〜
い
じ
め
を
な
く
し
、
仲
間
を
思
い

や
る
心
を
小
・
中
学
校
間
で
つ
な
げ
、

や
る
心
を
小
・
中
学
校
間
で
つ
な
げ
、

市
内
全
校
に
広
げ
る
た
め
に
〜

市
内
全
校
に
広
げ
る
た
め
に
〜

　

市
内
小
・
中
学
校
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
ぎ
、
各
学
校
の
児
童
会
・
生

徒
会
が
取
り
組
ん
で
き
た「
い
じ
め

根
絶
」と「
仲
間
づ
く
り
」の
活
動
を

発
表
し
、
交
流
し
ま
す
。
一
般
視
聴

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
観
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
４
日
㈮　

13
時
40
分
〜

15
時
30
分

一
般
視
聴
会
場　

市
役
所
８
階　

大

会
議
室

問
教
育
総
務
課
℡
28
―
８
０
４
２

す
ぱ
ー
く
滝
川冬

期
利
用
抽
選
会

　

す
ぱ
ー
く
滝
川
の
冬
期（
11
〜
４

市
立
病
院
の
お
仕
事
体
験
会

◆
看
護
師
の
た
め
の「
職
場
体
験
・
見

◆
看
護
師
の
た
め
の「
職
場
体
験
・
見

学
会
」

学
会
」

　

市
立
病
院
な
ど
、
市
内
で
看
護
師

と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
方

を
対
象
に
、
職
場
体
験
・
見
学
会
を

通
し
て
就
業
支
援
を
し
ま
す
。

　
「
最
近
の
医
療
・
看
護
の
現
場
を

知
り
た
い
」「
就
業
に
向
け
て
不
安
が

あ
る
」「
復
職
を
考
え
る
機
会
が
欲
し

い
」な
ど
要
望
に
沿
っ
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

日
時　

11
月
４
日
㈮　

９
時
〜
12
時

30
分

◆
看
護
助
手
の「
お
仕
事
体
験
・
見
学

◆
看
護
助
手
の「
お
仕
事
体
験
・
見
学

会
」
会
」　

　
「
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か
わ
か

ら
な
い
か
ら
働
く
の
が
不
安
」「
働
く

機
会
が
欲
し
い
」と
い
う
方
を
対
象

に
、
お
仕
事
体
験
・
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈭　

９
時
〜
12
時

30
分

対
象　

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
お
持

ち
の
方
、
看
護
助
手
と
し
て
就
業
を

お
考
え
の
方（
資
格
不
要
）

【
共
通
事
項
】

【
共
通
事
項
】

場
所　

市
立
病
院

申
込
方
法　

実
施
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
、電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
記
載
以
外
の
日
時
を
ご
希
望
の
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
立
病
院
℡
22
―
４
３
１
１

月
）利
用
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
㈯　

10
時（
受
付

開
始
９
時
30
分
）

場
所　

滝
川
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
１
体
育
館

問
滝
川
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
℡
23
―
４

６
１
７

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

冬
期
ク
ロ
ー
ズ

施設名 クローズ日 問合先
Ｂ＆Ｇ海洋センター 10月10日㈪ ℡23-4194
北海道コカ・コーラパーク
フィールド72（石狩川河川
敷パークゴルフ場）

10月31日㈪

℡080-9000-
4808

滝の川公園内スポーツ施設、
北電公園球場、石狩川球場、
空知川パークゴルフ場、コ
スモスパークゴルフ場（江
部乙町）、滝川市サッカー
場

滝川市
スポーツ協会
℡23-4617

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
ク
ロ
ー
ズ
日

を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
運
動
教
室（
ス
ト
レ
ッ
チ

ポ
ー
ル
・
楽
し
く
ス
ト
レ
ッ

チ
ー
ズ
・
シ
ニ
ア
元
気
体
操
）

　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
・
ス
ト
レ
ッ

チ
ー
ズ（
伸
縮
性
の
あ
る
特
殊
な
布
）・

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
、

乙
な
カ
レ
ッ
ジ「
乙
カ
レ
祭
」

　

改
善
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
や
、
江
部
乙
ゆ
か
り
の
個
人
・

団
体
に
よ
る
発
表
会
で
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈯　

10
時
〜
15
時

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　

〇
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
＝
太

鼓
演
奏
・
太
極
拳
・
児
童
ダ
ン
ス
演

舞
・
詩
吟
・
カ
ラ
オ
ケ
歌
唱
・
オ
カ

リ
ナ
演
奏
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
・

朗
読
・
合
唱
・
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

〇
そ
の
他
＝
手
づ
く
り
作
品
展
示
販

売
・
児
童
作
品
展
・
ほ
く
し
ん
ギ
ャ

ラ
リ
ー
作
品
展
示

問
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
℡
75
―

２
８
４
１

北
海
道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー

認
定
講
習

　

道
で
は
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
担
う
人
材「
北
海
道
地
域
防
災
マ

ス
タ
ー
」の
育
成
を
進
め
て
お
り
、

認
定
を
受
け
る
に
は
本
講
習
の
受
講

が
要
件
と
な
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
６
日
㈰　

10
時
30
分
〜

16
時
30
分

場
所　

新
十
津
川
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー（
新
十
津
川
町
中
央
３
０

６
―
３
）

定
員　

80
人
程
度

申
込
期
限　

10
月
7
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
、終
了
し
ま
す
。

肩
こ
り
・
腰
痛
予
防
、
姿
勢
改
善
や

ウ
エ
ス
ト
の
引
き
締
め
、骨
盤
底
筋

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
転
倒
予
防
、
脳

ト
レ
を
含
め
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し

く
行
う
教
室
で
す
。

コース 日程 時間

①ストレッチポール

10月７日㈮
14日㈮
21日㈮
28日㈮

10時20分～11時
11時20分～12時

②楽しく
　ストレッチーズ

10月12日㈬
26日㈬

10時30分～
11時30分

③シニア元気体操
10月18日㈫

10月25日㈫
13時30分～

14時30分

場
所　

滝
川
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
１
体
育
館　

会
議
室

対
象　

①
②
18
歳
以
上　

③
60
歳
以

上定
員　

①
各
回
８
人
、
②
③
各
回
10

人受
講
料（
１
回
当
た
り
）　

①
３
０
０

円　

②
③
５
０
０
円

※
受
講
料
は
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

申
込
方
法　

開
催
日
前
日
ま
で
に
、

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
火
〜
土
曜
日
９
時
〜
17
時

／
祝
日
を
除
く
）。

問
滝
川
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
℡
23
―
４

６
１
７

問
北
海
道
空
知
総
合
振
興
局
地
域
政

策
課
℡
０
１
２
６
―
20
―
０
０
３
３

読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル２

０
２
２

「
た
き
か
わ
思
い
出
め
ぐ
り
ワ
ー
ク

「
た
き
か
わ
思
い
出
め
ぐ
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
〜
写
真
と
地
図
で
郷
土
資

シ
ョ
ッ
プ
〜
写
真
と
地
図
で
郷
土
資

料
を
つ
く
ろ
う
！
〜
」

料
を
つ
く
ろ
う
！
〜
」

日
時　

11
月
19
日
㈯　

13
時
30
分
〜

15
時

場
所　

市
役
所
８
階　

大
会
議
室

内
容　

市
内
各
所
を
撮
影
し
た
写
真

を
地
図
と
照
合
し
、
皆
さ
ん
の
思
い

出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
、
郷
土
資

料
を
作
成
し
ま
す
。

定
員　

30
人

申
込
期
間　

10
月
１
日
㈯　

９
時
30

分
〜
11
月
18
日
㈮　

17
時

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
立
図
書
館
℡
22
―
４
６
４
６

子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業

「
子
育
て
講
演
会
」

や
っ
て
み
よ
う
！
前
向
き
子
育
て
〜

や
っ
て
み
よ
う
！
前
向
き
子
育
て
〜

親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
ト
リ
プ
ル
Ｐ
〜

親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
ト
リ
プ
ル
Ｐ
〜

日
時　

11
月
12
日
㈯　

10
時
〜
11
時

30
分

場
所　

市
役
所
８
階　

大
会
議
室

講
師　

澤
田
い
ず
み
さ
ん（
札
幌
医

科
大
学
保
健
医
療
学
部
看
護
科
准
教

授
）

定
員　

会
場
受
講
30
人

募　

集

募　

集

講
・
催

講
・
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

生　

活

生　

活

福　

祉

福　

祉

健　

康

健　

康

そ
の
他

そ
の
他

募　

集

募　

集

講
・
催

講
・
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

生　

活

生　

活

福　

祉

福　

祉

健　

康

健　

康

そ
の
他

そ
の
他

空
き
家
の
管
理
は大

丈
夫
で
す
か

　

倒
壊
ま
た
は
一
部
飛
散
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
危
険
な
状
態
、
生
活
環
境

の
保
全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ

と
が
不
適
切
な
状
態
な
ど
に
あ
る
空

き
家
や
倉
庫
な
ど
は
、
所
有
者
等
の

責
任
に
お
い
て
適
正
に
管
理
す
る
こ

と
が
法
律
や
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
は
こ
の
よ
う
な
所
有
者
等

に
対
し
て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
指
導
、
助
言
、
勧
告
、
命
令
し
、

正
当
な
理
由
な
く
命
令
に
従
わ
な
い

と
き
は
、
50
万
円
以
下
の
過
料
に
処

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
万
が
一

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
損
害
賠

償
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
冬
期
間
は
積
雪
に
よ
る
建
物

の
破
損
や
倒
壊
、
落
雪
に
よ
る
事
故

が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
建
物
の
状

態
に
応
じ
て
解
体
、
撤
去
、
修
繕
を

す
る
な
ど
十
分
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
く
ら
し
支
援
課
℡
28
―
８
０
１
３

有料広告



2022-10 広報たきかわ 12広報たきかわ 2022-1013

撤
去
自
転
車
の
処
分
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
中
に
市
内
７
か
所
の
駐

輪
場
に
放
置
さ
れ
て
い
た
自
転
車
を

保
管
し
て
き
ま
し
た
が
、
申
出
期
限

後
は
廃
棄
し
ま
す
の
で
、
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

対
象
駐
輪
場　

①
駅
前
広
場
駐
輪
場

②
滝
川
市
自
転
車
駐
車
場（
旧
中
央

バ
ス
滝
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
横
）　

③
Ｊ

Ｒ
駐
車
場
横
駐
輪
場　

④
大
町
３
丁

目
１
番
駐
輪
場　

⑤
大
町
４
丁
目
１

番
駐
輪
場　

⑥
江
部
乙
中
央
通
駐
輪

場　

⑦
市
役
所
敷
地
内
駐
輪
場

申
出
期
限　

10
月
11
日
㈫

問
く
ら
し
支
援
課
℡
28
―
８
０
１
２

灯
油
な
ど
の
油
漏
れ
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

灯
油
な
ど
が
流
出
す
る
と
、
火
災

発
生
の
要
因
と
な
る
ほ
か
、
道
路
の

側
溝
な
ど
を
伝
っ
て
河
川
へ
流
出
し

た
場
合
、
水
質
汚
濁
や
魚
類
、
農
作

物
へ
の
被
害
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ポ
リ
容
器
や
ス
ト
ー

ブ
の
タ
ン
ク
に
灯
油
を
移
す
際
に
、

そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
不

注
意
や
、
日
常
点
検
が
な
さ
れ
て
い

な
い
配
管
パ
イ
プ
の
腐
食
や
亀
裂
か

ら
油
が
流
出
す
る
事
故
も
あ
り
ま
す

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

灯
油
な
ど
が
流
出
し
た
と
き
は
、

速
や
か
に
市
役
所
ま
た
は
消
防
署
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

募　

集

募　

集

講
・
催

講
・
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

生　

活

生　

活

福　

祉

福　

祉

健　

康

健　

康

そ
の
他

そ
の
他

　

な
お
、
流
出
事
故
後
の
処
理
に
要

す
る
経
費
は
原
因
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

問
く
ら
し
支
援
課
℡
28
―
８
０
１
３

10
月
は

不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
で
す

●
不
正
軽
油
を「
使
わ
な
い
」「
買
わ

●
不
正
軽
油
を「
使
わ
な
い
」「
買
わ

な
い
」「
作
ら
な
い
」「
売
ら
な
い
」

な
い
」「
作
ら
な
い
」「
売
ら
な
い
」

　

道
は
10
月
を「
不
正
軽
油
防
止
強

化
月
間
」と
定
め
、
道
内
各
地
で
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
の
燃
料
抜
取
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
不
正
軽
油
は
、
脱
税
や

環
境
汚
染
の
ほ
か
、
石
油
販
売
・
建

設
・
運
輸
な
ど
と
い
っ
た
業
者
間
で

の
市
場
競
争
の
不
公
平
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
不
正
軽
油
は
犯
罪

で
す
。
混
和
軽
油（
軽
油
＋
灯
油
や

重
油
）や
製
造
軽
油（
軽
油
以
外
の
油

か
ら
製
造
）な
ど
、
不
正
軽
油
に
関

す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
で
は
不
正
軽
油
ス
ト
ッ

プ
１
１
０
番（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
０
０
―
８
０
０
２
―
１
１
０
）

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
不
正
軽
油
と

思
わ
れ
る
情
報
が
あ
る
と
き
は
、
直

ち
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
空
知
総
合
振
興
局
課
税
課
℡
０
１

２
６
―
20
―
０
０
５
３

道
路
の
落
ち
葉
拾
い
にご

協
力
を

　

落
ち
葉
拾
い
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
透
明
か
半
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
、
土
木
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

落
ち
葉
は
腐
葉
土
と
し
て
再
利
用

し
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
ご
み
は

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
袋
が
必
要
な
方
に
つ
い
て

は
、
随
時
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
市

役
所
４
階
土
木
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
個
人
や
事
業
所
単
位
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

問
土
木
課
℡
28
―
８
０
３
７

献
血
に
ご
協
力
をお

願
い
し
ま
す

日
時
・
場
所　

10
月
18
日
㈫　

10
時

〜
11
時
50
分
、
13
時
〜
16
時
30
分
＝

滝
川
市
役
所（
大
町
）

問
福
祉
課
℡
28
―
８
０
２
４

共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
を

　

今
年
も
厚
生
労
働
大
臣
の
告
示
に

よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
の
６
か
月
間
、
12
月
に

つ
い
て
は「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

も
あ
わ
せ
て
共
同
募
金
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た

募
金
は
、
市
民
の
方
が
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
こ
の
滝
川
市
で
暮
ら
せ
る

よ
う
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

地
域
を
支
え
る
団
体
活
動
や
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
事
業
な
ど
に
大
切
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

も
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
、
寄
付
の
使
い
道
な

ど
も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
”寄
付
金
付
き
ピ
ン
バ
ッ

ジ
募
金
“
で
は「
２
０
２
２
滝
川
市

限
定
め
ん
こ
ち
ゃ
ん
バ
ッ
ジ
」を
進

呈
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
滝
川
市
共
同
募
金
委
員
会
℡
24
―

８
６
４
０

は
じ
め
て
教
室

　

離
乳
食
や
歯
磨
き
の
仕
方
な
ど「
は

じ
め
て
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
」こ
と

を
一
緒
に
解
決
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
18
日
㈫
、11
月
22
日
㈫
、

12
月
１
日
㈭　

10
時
〜
10
時
45
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

栄
養
士
に
よ
る
簡
単
離
乳
食

の
作
り
方
や
２
回
食
へ
の
進
め
方
な

ど
の
お
話
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯

科
相
談
、
む
し
歯
に
し
な
い
た
め
の

コ
ツ
や
口
の
中
の
見
方
、
歯
磨
き
の

始
め
方
な
ど
、
参
加
者
の
食
や
歯
に

関
す
る
疑
問
・
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

対
象　

令
和
４
年
３
月
〜
６
月
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

※
歯
が
生
え
て
い
な
く
て
も
参
加
で

き
ま
す
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
窓
口
ま
た

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
24
―
５
２
５
６

歯
周
病
歯
科
検
診

　

こ
の
機
会
に
歯
と
お
口
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
26
日
㈬　

13
時
〜
14
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
検
診
、

歯
科
相
談
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
測
定
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
磨
き
指
導
、

唾
液
検
査
、
75
歳
以
上
の
方
に
は
舌

や
飲
み
込
み
な
ど
の
機
能
検
査

※
使
用
し
た
歯
ブ
ラ
シ
、
フ
ロ
ス
、

歯
間
ブ
ラ
シ
等
は
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象　

成
人
の
方（
特
に
40
歳
、
50

歳
、
60
歳
、
70
歳
の
節
目
年
齢
の
方
）

参
加
料　

５
２
０
円（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
）

申
込
方
法　

完
全
予
約
制
で
行
い
ま

す
の
で
、
必
ず
前
日
ま
で
に
窓
口
ま

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
課
℡
24
―
５
２
５
６

大
人
の
た
め
の健

康
ご
は
ん
教
室

日
時　

10
月
22
日
㈯　

10
時
〜
12
時

場
所　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

内
容　

健
康
の
た
め
、
食
事
に
気
を

つ
け
た
い
方
、料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
た
い
方
な
ど
気
軽
に
参
加

で
き
る
料
理
教
室
で
す
。
今
回
は
簡

単
・
減
塩
・
時
短
ご
は
ん
を
作
り
ま
す
。

対
象　

市
民

定
員　

９
人

参
加
料　

３
０
０
円

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込
期
限　

10
月
19
日
㈬

申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
24
―
５
２
５
６

料
理
づ
く
り
の
つ
ど
い

日
時　

10
月
28
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
所　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

内
容　

秋
の
味
覚
を
楽
し
む
旬
の
食

材
を
取
り
入
れ
た
料
理
を
作
り
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

定
員　

９
人

参
加
料　

３
０
０
円

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具

申
込
期
限　

10
月
26
日
㈬

申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

秋
の
火
災
予
防
運
動　
『
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の
用
心
』　
10
月
15
日
㈯
〜
31
日
㈪

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
24
―
５
２
５
６

よ
く
わ
か
る
！健

診
結
果
説
明
会

　

健
診
結
果
を
確
認
し
、
歯
科
・
栄

養
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な
ど

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
生
活
習
慣
改

善
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
㈫
、
16
日
㈬　

午

前
の
部
＝
９
時
15
分
〜
11
時　

午
後

の
部
＝
13
時
〜
14
時
45
分

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
〜
74
歳
の
滝
川
市
国
保
加

入
者
で
特
定
健
診
を
受
診
し
た
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
後

期
高
齢
者
健
診
を
受
診
し
た
方

持
ち
物　

健
診
結
果
、
筆
記
用
具

※
み
そ
汁
や
ス
ー
プ
を
お
持
ち
い
た

だ
く
と
塩
分
濃
度
測
定
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

11
月
７
日
㈪

申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
24
―
５
２
５
６

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
死

亡
届
を
出
す
以
外
に
も
預
貯
金
口
座

の
解
約
や
名
義
変
更
、
年
金
受
給
等

の
手
続
き
、
相
続
税
の
申
告
、
携
帯

電
話
の
解
約
、
不
動
産
の
名
義
変
更

な
ど
た
く
さ
ん
の
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
方
が
遺
言
書
を
作
成

し
て
い
な
い
場
合
、
民
法
で
定
め
ら

れ
た
法
定
相
続
人
全
員
が
遺
産
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を
し
て
、
誰
が
相

続
を
す
る
の
か
決
め
る
の
が
一
般
的

で
す
が
、
こ
の
法
定
相
続
人
の
特
定

の
た
め
に
は
、
戸
籍
や
除
籍
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
書
類
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
提
出
が
必
要
な
機

関
の
数
だ
け
こ
の
書
類
を
集
め
な
く

て
は
な
ら
ず
、
お
金
も
手
間
も
か
か

り
ま
し
た
が
、
法
務
局
で「
法
定
相

続
情
報
証
明
」を
作
成
す
れ
ば
、
集

め
る
書
類
は
一
部
ず
つ
だ
け
で
よ
く
、

時
間
や
費
用
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
書
類
集
め
に
か
か
っ
た
実
費

以
外
、「
法
定
相
続
情
報
証
明
」に
関

す
る
費
用
は
、
す
べ
て
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、

死
亡
届
に
続
い
て
、
ま
ず「
法
定
相

続
情
報
証
明
」を
作
成
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
札
幌
法
務
局

滝
川
支
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
札
幌
法
務
局
滝
川
支
局
℡
23
―

２
３
３
０

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、国
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
・
相
談
、
行
政

の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
広
く
お
聴
き

し
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政

機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、
行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善

に
生
か
す
方
々
の
こ
と
で
す
。
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
日　

毎
月
第
３
月
曜
日

※
事
前
に
く
ら
し
支
援
課
へ
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員　

寺
崎
り
え
子
さ
ん
、

堀
下
博
正
さ
ん

問
く
ら
し
支
援
課
℡
28
―
８
０
１
２

Ｊ
Ｒ
列
車
へ
の

お
手
振
り
の
お
願
い

　

北
海
道
周
遊
列
車「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
！
ひ
と
め
ぐ
り

号
」は
ま
な
す
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
編
成
が
、

次
の
日
時
に
滝
川
駅
を
停
車
・
通
過

し
ま
す
。

　

ピ
ン
ク
色
の
は
ま
な
す
編
成
、
紫

色
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
編
成
を
沿
道
で
見

か
け
た
際
は
、
列
車
に
手
を
振
る
取

り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
滝
川
駅
停
車
日
時　

①
10
月
３
日
㈪　

14
時
52
分
〜
14
時

56
分　

②
９
日
㈰　

12
時
20
分
〜
12
時
25
分

③
17
日
㈪　

12
時
20
分
〜
12
時
25
分

問
観
光
国
際
課
℡
28
―
８
０
３
１

公
証
週
間

　

10
月
１
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
の

１
週
間
、
全
国
で
一
斉
に
公
証
制
度

の
普
及
を
図
る「
第
32
回
公
証
週
間
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

公
正
証
書
は
、
あ
な
た
の
大
切
な

財
産
を
守
る
書
類
で
す
。

　

滝
川
公
証
役
場
で
は
、
遺
言
、
任

意
後
見
、
尊
厳
死
宣
言
、
死
後
事
務

委
任
な
ど
終
活
に
関
す
る
公
正
証
書

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
、
慰

謝
料
の
支
払
い
や
財
産
分
与
、
さ
ら

に
は
、
お
金
の
貸
し
借
り
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
契
約
を
公
正
証
書
に
す
る
こ

と
で
、
将
来
の
紛
争
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
い
つ
で
も
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
滝
川
公
証
役
場
℡
24
―
１
２
１
８

今
月
納
期
の
税
・
料
金

市
・
道
民
税（
３
期
分
）

国
民
健
康
保
険
税（
５
期
分
）

介
護
保
険
料（
５
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（５

期
分
）

問
税
務
課
℡
28
―
８
０
２
１

募　

集

募　

集

講
・
催

講
・
催

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

生　

活

生　

活

福　

祉

福　

祉

健　

康

健　

康

そ
の
他

そ
の
他
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◎募集しています

▼滝川市シルバーパソコンクラブ　◯時　月
曜日　13時～15時、水・金曜日　10時
～12時　◯場　サンライフ滝川（シルバー人
材センター２階研修室）　◯内　ワード・エク
セルほか、入門講座を常時開講していま
す。親切、丁寧にアドバイスして和気あ
いあいと、楽しく学び合います。　◯料　月
額1,000円　◯問　青木℡080-8294-2218、佐
藤℡090-9436-1651　※初心者大歓迎

▼着物着付教室　◯時　水曜日（月２回）　14
時～16時　◯場　緑地区コミュニティセン
ター　◯料　月額2,000円　◯問　本間℡24-5587

▼ゼロからの中国語講座　◯時　木・土曜日
（時間帯応相談）　◯場　西地区コミュニティ
センター　◯内　発音練習、基本的な文法、
日常会話、旅行会話など。　◯料　月額＝
3,500円（月４回／１回50分）、体験レッ
スン＝500円（１人１回限り、完全予約制）
◯問　沖℡080-3469-8454（メールアドレ
ス：emi.emi1110@docomo.ne.jp）　※個
人レッスン、留学・ビジネス対策対応可

▼読書会「賢治を語る会」　◯時　10月８日㈯
13時30分～16時30分　◯場　アートステー
ジ空知滝川　◯内　宮沢賢治の作品「虔

けんじゅう

十公
園林」をより深く理解するための読み合
いや話し合いをします。　◯料　年額2,000円
（途中入会割引あり）　◯問　井川℡24-2509　
※見学歓迎

▼「すこやか体操」メンバー　◯時　毎週火曜
日　12時30分～13時30分　◯場　街なかひろ
ば「く・る・る」　◯内　音楽に合わせて体を動
かします。最後はストレッチをして全身
をリラックスさせます。　◯問　佐藤℡090-
6265-5627　※無料体験あり。料金、持
ち物など、詳細はお問い合わせください。

▼健康ストレッチ・ヨガ　◯時　土曜日（月３
回）　10時30分～12時　◯場　街なかひろば
「く・る・る」　◯内　準備運動に気功体操の「五
環養生操」を取り入れています。季節の変
わり目、自律神経を調整する呼吸法で、
心身をコントロールしましょう。　◯料　入
会金3,000円、月額3,000円（会場費別途
必要）　◯問　渋谷℡090-5985-5260　※体
験無料

▼ 漢字能力検定試験　◯時　令和５年２月
12日㈰　◯場　中央児童センター　◯問　滝川生
涯学習振興会℡23-0294　※申込期間＝
11月１日㈫～12月27日㈫（火～土の９
時～17時／祝日を除く）。申込方法＝当
会の受検申込用紙に必要事項を記入し、
検定料を添えてお申し込みください（受
験者が10人未満の場合は中止）。検定時
間・検定料などは受検級により異なりま
す。詳しくはお問い合わせください。

▼スキー指導員等受検者　◯対　①ＳＡＪ公
認スキー指導員＝満21歳以上でＳＡＪ
公認スキー準指導員を取得してから満２
年以上経過している方　②ＳＡＪ公認ス
キー準指導員＝満18歳以上で級別テス
ト１級以上を取得している方　③北海道
認定指導員＝満18歳以上で級別テスト
２級以上を取得している方　◯問　かもい岳
スキー連盟・池端℡090-5076-9576　※
申込期限＝10月７日㈮、年齢基準＝令和
５年４月１日現在

▼筆ペン＆絵手紙・絵画サークル「葉月会」
◯時　毎週火曜日　13時～15時　◯場　幸町地区
コミュニティセンター　◯内　仲間と一緒に
楽しく勉強し合い、心静かに癒やされる
時間を楽しみましょう。脳トレーニン
グや習字添削、希望者には毛筆指導を
行います（段級位の取得も可能です）。　
◯料　月額3,000円　◯問　詠山（えいざん）℡090-
4871-5388　※初心者大歓迎、用具の無
料貸し出しあり。

◎催し物のご案内
■認知症の人と共に歩む家族の会　
①あけぼの会ひだまりサロン（一日託老）
◯時　10月21日㈮　10時～15時　◯場　本町地
区コミュニティセンター　◯内　足踏みラ
ダー運動、滝川音頭、脳トレパズルなど
②料理教室　◯時　11月４日㈮　９時～14時
◯場　まちづくりセンター
【共通事項】　◯料　昼食代500円　◯問　事務
局・鈴木℡090-3779-9223
■子育てサロン「ありす」　◯時　10月13日
㈭　10時～12時　◯対　おおむね０歳～５
歳未満の子どもとその家族　◯内　あそび
テーマ「ハロウィンパーティー」　◯料　１家
庭100円（保険料）　◯場　　◯問　國學院大學北海
道短期大学部℡23-4111　※申込期限＝
10月12日㈬15時（先着30人）
■手紡・染・織工房たきかわ工房展　◯時　
10月29日㈯　10時～16時　◯場　まちづく
りセンター　◯内　会員の作品展示・販売　
◯問　佐藤℡22-1164

■リブラーン講演会「齋藤孝講演会『日本
語力とコミュニケーション力』」　◯時　10
月23日㈰　14時（開場13時30分～）　◯場　ホ
テル三浦華園　◯内　「声に出して読みたい
日本語」の著者、齋藤孝先生に日本語力
とコミュニケーション力というテーマで
お話ししていただきます。　◯料　リブラー
ン会員、小学生～短大生＝無料、会員外
2,000円　◯問　滝川保健所℡24-6201　※
入場券取り扱い＝生涯学習振興会事務
局、市役所（７階社会教育課）、水口新聞
販売所、鷲尾新聞店、ホテル三浦華園
■10月「駅カフェ」　◯時　10月９日㈰　10
時30分～14時　◯場　ＪＲ江部乙駅　◯内　

11時＝オノディとユキコさんの「冬だけ
ちょこっとプチ移住」。11月～４月の間、
雪の降らない岡山県に移住していたお２
人から当時の思い出についてお話しして
いただきます。　12時＝國學院舛井ゼミ
生企画「ハロウィンイベント」。学生と一
緒にイベントを楽しみましょう。子ども
も大人も大歓迎です。12時30分＝「ゆう
べおっと朗読」江部乙の自然や文化を感
じてください。ベルク特製「駅カフェパ
ン」、ピーベリーのコーヒーや各種ラテ
も販売します。ご参加の際はマスク着用
をお願いします。　◯問　江部乙まちコミ隊
女子部・曽我部℡090-9088-6284
■「チョッちゃん歌

か

留
る

多
た

展～ドラマの思
い出と共に」の開催について　◯時　10月３
日㈪　10時～17日㈪　16時　◯場　市役所
１階　市民ロビー　◯内　当会では、滝川市
出身のエッセイスト・黒柳朝さん（愛称：
チョッちゃん／女優・黒柳徹子さんの母）
を語り継ぐためのカルタを制作中です。
今回は読み札が完成しましたので、ＮＨ
Ｋの連続テレビ小説「チョッちゃん」撮影
当時のロケ現場写真とあわせて紹介しま
す。　◯問　チョッちゃんを読む会代表・早
坂℡090-3113-0824
■「吟剣詩舞　和翔流」創立15周年発表会
◯時　10月16日㈰　13時　◯場　新十津川町「ゆ
めりあ」　◯料　800円　◯問　前野℡090-7057-
4601
■講演「精神障害者家族会から伝えたい
こと」　◯時　10月29日㈯　14時~16時（開
場：13時30分）　◯場　滝川市民交流プラザ
（ホテルスエヒロ内）　◯内　精神障がい者に
対する理解を広めることを目的とした講
演会です　◯講　根

ね

深
ぶか

昌博さん（北海道精神
保健協会常任理事）　◯問　「ひらく」事務局
（ＮＰＯ法人サポートセンターアウンク
ル内）℡74-5514　※入場無料



マイナンバーカード申請等窓口

マイナポイント第２弾

休日・夜間交付

　お仕事などで平日に来庁できない方のために、マイナンバーカードの申請・交付手続きを休日・夜間に行います。

　９月末までにマイナンバーカードの交付申請をされた方はマイナポイント第２弾の対象となります。また、９月以
前に交付申請がお済みでカードを受け取りに来ていない方も対象となりますのでお早めにお受け取りください。
　マイナポイントは先着順ではありません。手続きした方全員に付与されますので慌てずにお申し込みください。

場　　所　市民課（市役所１階）マイナンバーカード交付円滑化推進室
取扱業務　マイナンバーカードの申請・交付、電子証明書の更新、マイナポイントの予約・申し込み
　　　　　※住民異動届、証明書発行、印鑑登録、パスポート業務は、お取り扱いできませんのでご注意ください。
　　　　　※手続きには、15分程度かかりますので余裕を持ってお越しください。

市民課マイナンバーカード交付円滑化推進室　Tel.28-8014問合先

私立幼稚園の新入園児募集

子育て応援課　Tel.28-8025
滝川幼稚園　Tel.23-2478 ／滝川白樺幼稚園　Tel.24-6720

問合先

表に記載の内容に関するお問い合わせについては、各園に直接お問い合わせください。

滝川幼稚園　℡23-2478 滝川白樺幼稚園　℡24-6720

募
集
人
数

３歳時入園
（Ｒ２．４．２生～Ｒ３．４．１生）

若干名
（３年保育が定員に達していない場合、
満３歳の誕生日を迎えてから）

３年保育が定員に達していない場合、
満３歳の誕生日を迎えてから

３歳児３年保育
（Ｈ31.４．２生～Ｒ２．４．１生）

50　人 20　人

４歳児２年保育
（Ｈ30.４．２生～Ｈ31.４．１生）

若干名 10　人

５歳児１年保育
（Ｈ29.４．２生～Ｈ30.４．１生）

若干名 若干名

願書交付 10月17日㈪～21日㈮ 10月12日㈬

願書受付
10月22日㈯　10時～12時

・願書交付のみは窓口
・願書交付と公開保育見学は事前電話予約

（※）先行受付　10月19日㈬
　　一般受付　10月21日㈮

料　　金 願書　一部300円 お問い合わせください

公開保育
10月17日㈪～21日㈮　各日９時～12時
・期間中１人１回
　事前電話予約制で１時間10組

10月12日㈬・13日㈭
各日10時～10時30分

・事前電話予約制で各日10組
（※）先行受付は、すでに就園している子がいて、次年度きょうだいで通園する家庭が対象となります。

17時15分～19時

10月から12月は毎週火曜日 10月８日㈯、10月23日㈰、11月12日㈯
11月27日㈰、12月10日㈯、12月25日㈰

９時30分～12時30分

窓口延長 休日窓口
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【日　時】　11月 22日㈫・29日㈫・12月６日㈫　13時～ 15時 30分
　　　　　※３日間すべてご参加ください。
【場　所】　まちづくりセンター
【料　金】　無料 　  定員になり次第締め切り

いきいき百歳体操サポーター養成講座
　高齢者の健康づくりに関することやいきいき百歳体操の効果、地域でのボランティア活動について講話と実技を通じて
学んでみませんか。ご自身の健康にも役立ちますので、ぜひご参加ください。

日　程 内　　　　　容

11月22日㈫
講　話 介護予防の知識、いきいき百歳体操について

実　技 いきいき百歳体操の体験

11月29日㈫
講　話 運動の効果・基礎知識（講師：作業療法士）

実　技 体力測定の方法、いきいき百歳体操

12月６日㈫
講　話 口

こうくう

腔・栄養の知識（講師：歯科衛生士・栄養士）、地域活動について

実　技 いきいき百歳体操、かみかみ百歳体操

　その他、いきいき百歳体操のサポーター活動は社会福祉協議会で実施している「支えあい・いきいきポイント事業」の
支えあいポイントの対象です。

介護福祉課  Tel.28-8045問合先

【対　象】
滝川市民

【定　員】
10 人

【申込締切】
11 月 10 日㈭

電話でお申し込みください。電話でお申し込みください。申込方法

一般住民講座
年賀状作成コース Word2019はがき宛名印刷コース

日　　時 11月22日㈫・11月24日㈭　※計２回
18時30分～20時

11月29日㈫～12月１日㈭　※計２回
18時30分～20時

場　　所 スキルアップセンター空知 スキルアップセンター空知

内　　容 Word2019のイラストやテキストボックスを
使用して、年賀状の文面を作成します

Word2019の差し込み印刷機能を使用して、
はがきの宛名やラベルなどを作成します

対　　象 文字入力・マウス操作ができる方 Wordの基本操作ができる方

定　　員 12人 12人

受  講  料 500円（テキスト代・消費税含む）
※開講日にお支払いください

3,500円（テキスト代・消費税含む）
　※開講日にお支払いください

申込期限 11月11日㈮ 11月18日㈮

申込方法 電話でお申し込みください 電話でお申し込みください

スキルアップセンター空知　 Tel.24-1880問合先
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町内会ではこんなことをやっています

くらし支援課  Tel.28-8013問合先

10 月は「土地月間」です

土地の売却をするとき、その土地の正常な価格の目安となるのが「地価公示」と「地価調査」の価格です。
▷「地価公示」（３月下旬に発表）
　  …国の機関である土地鑑定委員会が調査した全国標準地における毎年１月１日現在の正常価格　　　　
▷「地価調査」（９月下旬に発表）
　  …知事が調査する各都道府県内の基準地における毎年７月１日現在の正常価格

　〇届け出の方法は？
　　市公式ホームページに掲載している「土地売却等届出書」に土地の利用目的などを記入し、図面や契約書の写
　　しなど必要な書類を添えて都市計画課窓口へ届け出をしてください。

　〇誰がいつ届け出をするの？
　　国土利用計画法により契約を行った日から２週間以内に土地を取得した人（買い主）が行わなくてはなりません。
　　※届け出をしなかったり、偽りの届け出をしたりすると、法律で罰せられることがあります。

　〇一定面積とは？　・・・　都市計画区域内…5,000㎡以上、都市計画区域外…10,000㎡以上
　　個々の面積が小さくても、合計するとこれらの面積を超えるような一団の土地も対象となります。また、都市
　　計画区域内で１万㎡以上の土地を取引するときは、別に「公有地の拡大の推進に関する法律」に基づく事前届
　　け出が必要です。

地価公示制度とは？

※地価公示価格については都市計画課で閲覧できるほか、国土交通省土地総合情報システムのホームページでも公開しています。

都市計画課  Tel.28-8038問合先

一定面積以上の土地を取得した場合は届け出が必要です！一定面積以上の土地を取得した場合は届け出が必要です！

～町内会に加入しましょう～

街路灯の設置や管
理、電気料の支払
いをしています。
（市補助あり）

街路灯の維持管理街路灯の維持管理 防犯・防災活動防犯・防災活動
犯罪や災害に対し、
防止や対策に取り
組んでいます。

道路や公園の清掃・
花壇整備、資源回収
を行っています。

環境美化活動環境美化活動

お祭りなどを
開催し、触れ合い
や交流を深めて
います。

親睦・交流活動親睦・交流活動
高齢者等の見守り
活動や登下校時の
子どもの見守りを
しています。

見守り活動見守り活動 情報伝達活動情報伝達活動
生活に役立つ情報
や地域に密着した
情報をお知らせ
します。

  　　「どこの町内会に該当するか」 や 「町内会長のお名前」 など、 お気軽にお問い合わせください。

時の
りを
。

し、
り

道路や公園の清掃・
花壇整備、資源回収
を行っています。
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狂犬病予防注射について

ＴＩＥＡ（滝川国際交流協会）語学教室〔秋・冬〕
【申込期間】　10月３日㈪～ 12日㈬　※申し込みが５人未満の教室は開講しません。　
【申込方法】　電話でお申し込みください（受付時間：９時 30分～ 16時／土・日・祝日を除く）。
【期　　間】　10月～ 3月まで、各教室全 12回を予定しています。

教　室　名 定員 時　間 場　所 受 講 料

英　会　話 

初　　級 12人 火曜日　11：00 ～11：50
たきかわ観光国際スクエア

8,000円中　　級 12人 木曜日　11：00 ～11：50

上　　級 10人 水曜日　19：00 ～19：50

街なかひろばく・る・る
韓　国　語

10人 月曜日　17：30 ～17：55 6,000円

実用表現Ａ 10人 月曜日　18：00 ～18：50

8,000円実用表現Ｂ 10人 月曜日　20：00 ～20：50

上　　級 10人 月曜日　19：00 ～19：50 

キッズイングリッシュ１・２年生 10人 火曜日　17：00 ～17：30

たきかわ観光国際スクエア

6,000円

キッズイングリッシュ３・４年生 10人 火曜日　17：00 ～17：50
8,000円

キッズイングリッシュ５・６年生 10人 火曜日　18：00 ～18：50

滝川国際交流協会　 Tel.74-8580問合先

※会員以外の方は、受講料とは別に滝川国際交流協会への入会が必要となります（年会費 3,000 円）。
※別途テキスト代がかかる教室もあります。

　狂犬病予防注射は、法令で毎年６月までに接種することとなっていましたが、
新型コロナウイルス感染予防のため、今年度も特例として接種期間が 12月まで
となっています。
　今年度まだ狂犬病予防注射を受けていない飼い犬については、掛かりつけ医ま
たはお近くの動物病院で個別接種をお願いします。
　なお、予防注射を受けるときは、市からお送りした狂犬病予防注射の案内をお
持ちください。
　（※案内が届いていない場合は、くらし支援課までご連絡ください。）

【市内動物病院】

くらし支援課　 Tel.28-8013問合先

動物病院名 住　　　所 電話番号

    あさひ町動物病院    朝日町東３丁目２番 51 号 22-7795

   滝川どうぶつクリニック    緑町７丁目７番 31 号 26-1160

   吉岡どうぶつ病院    空知町３丁目２番 18 号 22-3737

○犬を飼い始めた
○犬が亡くなった
○犬がいなくなった（行方不明）
○飼い主が変わった
○住所が変わった

次のような場合には届け出が
必要です。届け出については、
くらし支援課までお問い合わ
せください。

読めると楽しい
ハングル

ヨ メ
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がん検診を受診しましょう

後期高齢者医療制度  医療費通知・高額療養費など
■医療費通知とは？
　被保険者の皆さんに健康管理の重要性を意識していただくこと
を目的として、北海道後期高齢者医療広域連合から医療費総額な
どについてのお知らせを年に２回お送りしています。医療費控除
の申告手続きで、医療費の明細書として使用できます。

■高額になった医療費・食事代の負担は？
　１か月にかかる保険適用分の医療費の限度額は下記のとおりです。★マークがついている区分の方は、事前に市役所で認
定証（※１）の交付申請を行い、医療機関に提示すると自己負担限度額が適用されます。限度額を超えた場合は北海道後期
高齢者医療広域連合から申請手続きのお知らせまたは支給決定通知が届きます。

女性のがん検診

区　分
一　部
負担金
割　合

外来の医療費（個人ごと） 外来 ＋ 入院の医療費（世帯ごと） 療養病床以外の
食事代（１食）

 現役並み
 所得者

Ⅲ
３割

252,600 円  ＋（医療費－ 842,000 円）×１％（４回目以降：140,100 円）

       460 円※２
Ⅱ ★ 167,400 円  ＋（医療費－ 558,000 円）×１％（４回目以降：   93,000 円）
Ⅰ ★   80,100 円  ＋（医療費－ 267,000 円）×１％（４回目以降：   44,400 円）

  一　　般
Ⅱ ２割

18,000 円 57,600 円（４回目以降：44,400 円）Ⅰ
１割

 低所得者 Ⅱ ★   8,000 円 24,600 円        210 円※３

Ⅰ ★ 15,000 円        100 円
※１　区分が、現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの方は「後期高齢者医療限度額適用認定証」、低所得者Ⅰ・Ⅱの方は「後期高齢者医療限度額適用・
　　　標準負担額減額認定証」の該当になります。
※２　都道府県が発行する指定難病の医療受給者証をお持ちの方は１食 260 円です。
※３　市役所で新たな認定証の発行手続きをすることで、入院日数 91 日目より１食 160 円になります。
　　　91 日目以降、210 円で支払った期間があれば、市役所で差額の支給申請ができます。

※和暦で年号が奇数年生まれの方で乳がん検診を希望される方は 40 代 6,500 円、50 歳以上 5,500 円となります。
※このほか、市立病院（胃・肺・大腸・子宮・乳がん検診ほか）、そらち乳腺・肛門外科クリニック（乳がん検診）で受診
　可能です。医療機関により料金が異なる場合や別途料金が発生する場合がありますので、各医療機関に直接お問い合わ
　せください。

日　時 検診の種類 対象者 料　金
滝川市国保 その他の保険・後期高齢者

　

乳がん検診
40 歳以上の女性
※年号で偶数年生まれ
　の方（２年に１回）

1,600 円 3,000 円

大腸がん検診 40 歳以上の女性
（１年に１回）

         500 円 1,600 円

　　　

診療月 発送時期
 令和４年１月～９月 令和５年１月（上旬）
 令和４年 10 月～ 12 月 令和５年２月（下旬）

＼診療月によって発送時期が異なります／

保健センター　Tel.24-5256問合先

保険医療課（１階６番）　Tel.28-8018　北海道後期高齢者医療広域連合　Tel.011-290-5601問合先

（検診場所　保健センター）
今年度最後の集団検診です。 ( １～３月に集団検診はありません。）

○ 12 月６日㈫
９時～ 11 時 15 分
12 時 30 分
　　～ 13 時 30 分

（感染症予防対策として受付時
間は 15 分刻みになります。）

申込方法：保健センター窓口または電話でお申し込みください。

申込期限 11 月７日㈪ 定員になり
次第締切

■窓口負担割合が２割となる方には負担を抑える配慮措置があります
　２割負担となる方について、令和４年 10 月１日から３年間（令和７年９月診療分まで）は、１か月の外来医療の負担増
加額が 3,000 円までに抑えられます（入院の医療費は対象外）。配慮措置の適用で払い戻しとなる場合は、後日、事前に登
録されている口座へ高額療養費として払い戻されます。
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外科休日当番医
（8:30 ～翌 8:30）

歯科休日当番医
（9:00 ～ 12:00） 電話番号 住所

滝川脳神経外科 よりもと歯科医院 0124-22-4618 芦別市北４条西３丁目７－８
滝川脳神経外科 あい歯科クリニック 0125-22-8500 滝川市東町３丁目１番 29 号

10 日㈪ 市立病院 グリーン歯科クリニック 0125-54-3434 砂川市西３条北４丁目１－ 15
16 日㈰ 滝川脳神経外科 おおさき歯科 0124-23-0648 芦別市北１条東１丁目７番地 17 
23 日㈰ 市立病院 北竜町立歯科診療所 0164-34-2656 北竜町字和２－ 17
30 日㈰ 滝川脳神経外科 深川第一病院歯科口腔外科 0164-23-3516 深川市あけぼの町１－１

10
月
の
救
急
医
療
機
関

　肩が痛いと感じたとき、五十肩を疑う方は多いのでは
ないでしょうか。五十肩（正式名：凍結肩）は関節を包
む袋である関節包に炎症が生じて、それが固まることに
より、肩が動かなくなる病態で、ひどくなる（炎症期）
と痛みで夜も眠れなくなります。痛みは徐々に改善しま
すが、すぐに肩は上がりません（拘縮期）。これは関節
包の炎症が改善しても、まだ組織が線維化（組織中の結
合組織が異常増殖すること）しているためです。これが
徐々に正常組織に置き換わっていくと、ようやく肩が上
がるようになりますが、「肩が硬くなるから」といって
痛む中無理に動かすのは、炎症を起こしている組織に負
荷をかけることになり、逆効果になります。炎症期は安
静にし、症状が強ければ関節内へのステロイド注射が唯
一の治療方法となります。また、炎症期から拘縮期に移
行すれば、リハビリによる可動域訓練が主な治療方法と
なり、それにより 95%以上の人が治癒するといわれて
います。
　それに対して、腱板断裂は全く違う病態です。腱板は
足でいうアキレス腱のようなものですが、すべてが断裂
するわけではないため、痛みがあっても肩が上がる場合
は腱板断裂の可能性があります。腱板断裂は頻度が高い
疾患であり、文献によっては 50代の 10人に 1人、60

代の 4人に 1人、70代の 2人に 1人が腱板断裂がある
ともいわれています。また、多くの人が無症状なのが特
徴です。そのため、治療の第一選択は保存治療（注射、
投薬、リハビリ）になります。手術に関しては、保存療
法で改善しない人だけではなく、断裂が広がる傾向にあ
る人が対象になります。腱板断裂は自然修復することは
ありません。ただし、3cmを超える大断裂になると術
後成績が悪くなります。断裂が 1cmを超える中断裂に
なると病態が悪化しやすいため、この時期が手術を検討
するタイミングになると考えています。
　なお、その診断にはMRI が最重要です。私は以前か
らMRI における診断法の研究をしており、放射状MRI
という特殊な撮像方法を当院にも取り入れております。
これにより、正確に腱板の断裂形態を把握することが可
能となり、手術にも有用となっています。そして手術に
おいては関節鏡を用いています。関節鏡は、術後の傷が
小さく、関節内という体の深い部分をより詳細に見るこ
とができます。断裂形態は人によって異なります。その
人に合わせた修復方法が必要となるので、病態を詳細に
把握することは手術において重要になってきます。肩痛
が出た場合は早期の診断が大切ですので、早めに医療機
関を受診しましょう。

五十肩と腱
けん

板
ばん

断
だん

裂
れつ

芝
しばやま

山　雄
ゆ う じ

二

※市立病院…℡ 22-4311/ 大町 2 丁目 2 － 34　　滝川脳神経外科…℡ 22-0250/ 西町 1 丁目 2 － 5
　休日の内科・小児科の診療は市立病院で受け付けます（8:30 ～翌 8:30）。
平日の時間外診療の協力医療機関については当番病院案内ダイヤル（℡ 22-2299）でお知らせします。

整形外科　診療部長

２日㈰
９日㈰
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◆
最
近
、
野
良
猫
を
見
か
け
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
刺
激
し
な
い
よ
う
に

そ
ー
っ
と
歩
い
て
も
、
す
ぐ
に
逃
げ
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
…
。
怖
が
ら
れ
な
い

コ
ツ
と
か
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
犬
派

な
の
が
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

◆
か
つ
て
の
上
司
の
新
聞
投
稿
記
事
を

発
見
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
た
道
外

旅
行
が
コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
な
く
な
る
も

道
内
を
巡
る
機
会
が
増
え
、
北
海
道
の

魅
力
を
再
認
識
と
の
こ
と
。
私
も
10
月

号
完
成
し
た
ら
道
内
を
旅
し
よ
う
！

◆
２
回
目
の
特
集
担
当
月
。
前
回
は

助
け
て
い
た
だ
い
て
ば
か
り
だ
っ
た
の

で
、
今
回
は
な
る
べ
く
自
分
の
力
だ
け

で
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
想
い
で
し

た
。
４
ペ
ー
ジ
は
短
い
よ
う
で
も
製
作

過
程
で
は
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
ね
。

ＦＭＧ ’Ｓｋｙ（77.9MHz）
毎週金曜日　12時15分～12時30分
（再放送　同日18時～18時15分）

『枝豆収穫体験』
 （９月６日／滝川中央保育所）

　

食
へ
の
関
心
・
食
べ
物
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、

中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
で
、
子

ど
も
た
ち
が
枝
か
ら
さ
や
を
外
す
枝

豆
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
。

編　

集　

後　

記

今
月
の
表
紙

広報たきかわへのご意見・ご感想はこちらまで⇒

10
月
の
各
種
無
料
相
談
日

▼
行
政
相
談
　
17
日
㈪　

く
ら
し
支
援
課　

℡
28
ー
８
０
１
２

▼
物
忘
れ
・
認
知
症
相
談
　
12
日
㈬

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
28
ー
８
０
２
９（
要
予
約
）

10月の「みんなのタキカワ」

た
き
か
わ
ら
版

さう

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
滝
川
市
の
国
内
に
お
け
る
友
好
親
善

都
市
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
今
回
特
集
し
て
い
る
栃
木

県
栃
木
市
と
沖
縄
県
名
護
市
で
、
先
般
相
次
い
で
両
市
の

市
長
が
ご
来
滝
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
７
月
に
は
、
栃
木
市
の
大
川
市
長
と
市
議
会
議
長

に
ご
来
訪
い
た
だ
き
、
40
年
を
迎
え
た
両
市
の
交
流
を
さ

ら
に
推
進
す
る
確
認
書
に
調
印
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
栃
木
市
は
大
変
歴
史
の
あ
る
街
で
、
小
江
戸
と
も
呼

ば
れ
、
古
く
か
ら
の
蔵
が
多
数
並
ぶ
懐
古
的
な
街
並
み
を

味
わ
え
ま
す
。
11
月
に
は
江
戸
時
代
に
創
ら
れ
た
山
車
や

人
形
山
車
が
競
い
合
う
よ
う
に
繰
り
出
す「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ

り
」や
大
平
地
区
の
産
業
が
一
堂
に
会
す
る「
お
お
ひ
ら
産

業
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
私
も
滝
川
市
の
物
産
Ｐ
Ｒ

を
目
的
と
し
て
訪
問
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
８
月
に
は
、
名
護
市
の
渡
具
知
市
長
が
名
護
の
物

産
を
道
の
駅
た
き
か
わ
な
ど
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
す
る
た

め
、
滝
川
市
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
。
青
年
会
議
所
の

滝
川
児
童
名
護
派
遣
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
両
市
の
交
流
も

今
年
で
47
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ「
ち

む
ど
ん
ど
ん
」の
舞
台
が
名
護
市
を
含
む
や
ん
ば
る
地
域
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
く
、
予

想
を
超
え
る
売
り
上
げ
で
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
名
護
市
の
皆
さ
ん
は
芸
達
者
の
方
が
多
く
、
三さ

ん
し
ん線

で
沖
縄
民
謡
を
演
奏
さ
れ
た
際
に
は
、
心
に
響
い
た
の
で

し
ょ
う
、
涙
を
流
し
て
聴
い
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
途
絶
え
て
い
た
職
員
交
流
の

再
開
も
予
定
し
て
お
り
、
各
々
の
街
の
良
い
所
を
手
本
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
両
市
と
も
す
ば
ら
し
い
街
で
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

市
と
市
の
み
な
ら
ず
、
市
民
同
士
の
交
流
の
輪
が
広
が

り
、
今
後
ま
す
ま
す
両
市
と
の
結
び
付
き
が
深
ま
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
つ
ぶ
や
き

問
　
　

観
光
国
際
課
℡
28
―
８
０
３
１

最新情報はＦＢで

こんにちは！シンガポール出身のアデリンです。
今回の CIR のつぶやきは、私の自己紹介です。
納豆は「嫌い派？」北海道の雪は「平気？」
日本に来る前に何をしていたのか、中学生のとき
は何の部活に入っていたかなど、ご紹介します。

シンガポール出身国際交流員
アデリン・アンさん

栃木市・滝川市友好親善都市盟約 40 周年記念式
典が開催されました。～７月 28 日／ホテル三浦華園～

14日
21日

28日

７日
広報ひろい読み

『たきかわにほんごひろば』
　　　　　　　　　　  について

はじめまして！滝川市役所１年生②

はじめまして！滝川市役所１年生①
シンガポールに
ついての発信や
活動をしますの
で、ぜひ応援して
くださいね～！

第 25号はこちら

名護市物産展が開催されました。
　　　　　　　　　　  ～８月 27・28 日／道の駅たきかわ～

や
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号
　

№
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夕
日
と
ぼ
く

真
っ
赤
に
染
ま
る
夕
日
が
と
て
も
き
れ
い
で
、

息
子
も
た
く
さ
ん
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
。

　

(

か
な
か
の
マ
マ
さ
ん
／2

0
2
2
.9

／
黄
金
町)
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市公式Facebookでもまちの出来事や季節の話題をお伝えしています。

▲たまねぎやりんごなどの生育状況について調査。今
年は平年並みの暑さで比較的雨に恵まれたこともあり
豊作傾向『農作物生育状況調査』（８月 26 日／市内各地）

▲今月の『月イチリカ室』では、くるくると絵が入れ
替わる不思議な紙細工「マジックペーパー」を作りま
した。上手に作れたかな？（８月 27 日／こども科学館）

▲『滝川陶芸センターまつり』が開催。陶芸教室受講
者の作品展示や、土器の野焼き体験などを通じて、陶
芸の楽しさを共有しました（８月 28 日／陶芸センター）

▲バスに乗るだけじゃない！『バスの乗り方教室』では、
市内バス路線の概要や、バスの乗り方・降り方を学ん
でから、乗車体験に臨んでいます（９月７日／西小学校）

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
撮
影
さ
れ
た

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
詳
し
く
は
こ
ち
ら
→

「広報たきかわ」をアプリで読めます！
　　　　　　　で検索（iOS・Android 対応）

▲市と「炭鉄港」の結びつきについて探求をする『た
たら製鉄体験』が２日間にわたって行われ、郷土につ
いての理解を深めました（９月７日・８日／明苑中学校）

みんなの写真館
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